
第 ２ 節　 長 野 県 内 に お け る 奈 良 平 安 時 代 の 墳 墓

次に、長野県内における奈良 一平安時代の墳萬について若干の整理を行い小結としたい．

長野県内の奈良 一平安爵代の墳墓を咎りたものには、すでにいくつもの優れた鴫稿がある．

古くは藤森栄一の論稿があり、最近では遮那藤麻呂が火捧藁にっいて集成と整理を行い．桐原

傭、原明芳は土植蓄について考癩を行うている．ここではまず．それらの成果に学びつつ、奈

良・平安時代の長野昂における墓翻の大きなil れについて軟球してみたい．

長野県内、ここでは特に中南儀地蛾の奈良・平安時代の横暴について管見したものについて

整理してみた．｛第２表｝

奈良・平安時代の墳墓は、大きく土橋昌と火弊鳥に分けられる．火寥墓には、薦骨器のない

火彝・ 、土器蔵骨器の火葬葛、 有様質の蔵脅器の火葬墓などがある、また、土橘轟とされるも

のも、蛙横や形態が多様で、かつ骨片が残存することのほうが稀で、多くの土坑のなかでどれ

が簒として無蓋していたかを紬定することは困雇な毎合が多い．ここでは、價かでも骨片が療ウ

ていたもの．等身大以上の土坑でｌ廓 品と思われる達●が出土したもの．栢の存在が想定でき

るようなもの等を根拠として土萌高として把握した．

さて、これを整理したものが笛10図である．

まず、伝雄的埋葬形態である土橘笛にりいてみたい．土植募は．奈良時代から平安時代全般

を通して存在する．時鼎 の知れるものでは８世紀代２例．９世紀代？例、扮ｌ 紀代７例、11世

紀代13飼を数える．長方形あるいは畏楕円擲で長軸規攬２メートル以上のいわば定形的なもの

は．９世紀後半から例が魯漱に増え、10 世紀・11世紀をとおして増加する．明らかに大棟墓 と

懇定できるものも何側かある．また、副葬品は、醤構によ９若干の差はあるものの、杯、椀、

皿などの食器類と．長願壷あるいはミｓ チａアの甕などの組み合わせによる土器の副葬を基本

とし．それに垂髪．鉄鰍．紡錘車などのｌ 震扁臭を加えるのが一定の影となり．この形式を整

えるのは９世紀後半である．土欄晶 の・ まれる場所にり いてみれぱ、集落周辺部や、合地上に

営まれることもあるが、各時期を通して集蔵内に・ かれることが多く、集落からま・ たく馬絶

した高地に土墳基を営むことはないようである．副葬品の土器量の多寡や内容の差異は．恐ら

く被葬者の階層をものがたるのであろう．

次に、火葬藁は火葬人骨を伴った瓊構をさすが、土砂臓青碧と農骨需を確かめられないもの

の２者がある．土優 一蔵骨器を伴わないものでは、素饌りの土坑と石綿のものがあるが．石阻

のものにっいてはかならずしもその突郷社明らかでない．素網りの火擲墓は．規摸や形状は層々

で、火尋地が他にあり焼費を集めて埋莽したと考えられるもの．火葬地を基根としたものなど

多根である．県内他地域の例をみれぱおそらく８世紀荊半から出現し、平安時代を通して存在

したと考えられるか土鰍Ｓ にくらべ少ない．

岡谷市大久佩Ｂ遺跡の例は、石室内に八花鏑とともに火葬脅を埋納したものである．横穴式
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石室の系譜上にあると思われる石室と、火葬墓の両形趙を合ｔ 詩った墳嘉として注目される．

八花麟の鋳造吟期等から８世紀代の所産と考えられている．集落とはかけ屠れた位置に墓域を

成している．

床に、火葬蔵骨器についてみたい．娘実に焼骨を伴９た軍費器は、第２表にあげた？例であ

り、発掘調査により出土獣態が記録されたものは、＊ 倒と吉田Jll遺購の例のみである．このう

ち新井原例は．宮の上墳嘉例同様に、灰軸陶器短華表を薦骨器として、須恵警と黒色土器Ａの

杯Ａを羞に転用していた．短順壷は、會の上墳墓のものより銅鉢最大幅が高い位霖にある形鮑

で、形式湊9にこれよりやや先行するものである．また、●に転用されていた綱恵着と黒色土器

Ａの杯Ａも柵口内域15 号住段略から反162 條住段階に当たり、９世紀中葉の年代が与えられよ

う．岡谷市金山東冶鵬 の例は、灰軸陶器長蜀壷、小蔭、楠ともに光ヶ丘１号窯式のものであり

本鐙屏例とほぽ同じ時期と考えられる．伴出した睡平永賓の初鋳が796 午であることもこれと矛

虜しない、箕輪町の山麓剱から出土した、須恵葬の●薯、短頬嚢を胤脅器とした３例も、土器

の形態から９世紀代の所座と考えられよう． 吉田川西遊肱ＳＭ０１の例は、須恵器の長順嚢で

はあるが口悪飴の大きな形状で類例は少ない．灰軸陶器広口瓶の形態に近いものだが、在地で

の須恵彗生産の終丁時期を考え合わせれば、1(准 紀前半から中葉までの時同幅のなかで考えら

れよう．以上のように．火葬薦骨器は、今のところ８世紀にさかのぼる瞭実な資料は確阻で奢

ず．主体は．９世紀で．なかでも９世紀笹半の例が多い.10 世紀後半以降の例は舞い．埋葬地

につirヽ てみれぱ．金山東遺隣．吉ilJII西進獣の例が集落内に営まれたと考えられる他社、集落

から離れた山麓や、古墳群内．斜面上などに世まれている．

奈良 一平安時代の檎・ の墳墓としてこのほかに、古墳の造営と石室への雇納がある．伊・谷

では中川村六万鮪古墳、豊丘村寥の上古墳などで、確実に８世杞前半まで古墳への迪葬が行わ

れており、松本平では、松本市新村安塚古墳弊や秋葉原古墳群等でＳ世紀前半まで、古墳の咄

裳が統けられていたことが知られている． また．古墳の横穴式;li血を利用した痍郵が、平安呻

代をとおして行われていたｂ, う推論 もある．

以上の状況をまとめれぱ、次のようになろう．長野県において、８１紀扱階では古墳への壇

葬と、土横轟、火罫高が存在する．８世紀前半までは古墳の造営が行われ、横穴式石室への迫

卿も峡けられる．土礦墓も存在するが．火葬塞が営まれるようになり、古墳からめ遥渡約な状

況として大久保Ｂ遺跡墳墓例のように、石窒に火弊骨 を埋納する例もある．しかし、確認でき

る土礦墓や火葬墓は極めて少なく在地における家父長層の埋葬形態は、古墳が主体でありたと

考えられる．８世紀後半の段階の様相は明練にはとらえられないが．９世紀の墳墓は．火葬墓

と土調嘉にようて特徽付けられる．火葬嘉は９量紀に入って土器薦骨霖によるものが盛行し、

集落から離れた古墳群内や山麓などに営まれることが多い． 土墳薦は、９世紀後半に至･つて平

面長方形で多くの副葬品を納める定形的な土●藁の形態を整える．そしてこの土礦嘉は集県内

に営まれるのが通例となる、10 、11世紀においては．定ｓ 的な土橋塞が主体で、火葬・以少な
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い．集落内に噴募を設けることは前代とかわらなﾚヽ ．

奈良・平安時代においては，おそらく一般民衆鳶は簡単な土墳墓として雷まれるか，迪体を

荒地やJII厚などに遼東したものと考えられるから．これまで述べてきた火郵畠あるいは剛莽品

を伴う土根基の被御者は，それぞれの段階において集落の指導的な役剤を担った富裕義民など

有力者であり たと考えられる，長野県における集・ の有力者の墓は，８世紀前半までは古檎へ

の唖輿|．９世紀になりて土器蔵骨器等による火葬萬が盛行するが９世紀後半をピークに愈迪に

火葬畠は威少し，1(泄 紀以降は多くの剛葬品を俘うｔ枝墓 が主体となるというのが大きな流れ

として指摘できそうである，これは，時間的なずれはあるものの．黒崎直が揖攘する奈良 一平

安呻代の近徽地方の墳墓の状況と対応できそうである．

ところで，奈良・平安時代の火御薦の普及については，仏歓思想の浸透によりてもたらされ

た新しい墳墓形峨の漱入ととらえられることが多い．しかし，墓制としての火葬の定着をみせ

なかった状況から見ると．被葬者の仏教への帰依というよりもむしろ中央貴族層の葬制の変化

に反応した，集落の新しい指導者の指向という理解のほうが良いのではなかろうか．

９世紀後半と考えられる富の・ 火齢墓の礦御者は．先に述べた律令村嬉崩織のなかで村の指

導書となった富豪●と考えられ．Ｓ世紀に中央で盛んに行われた地方にも瞥及していた火葬・

を自らの檎簒 とした，しかしながら，この斌藁が営まれた９世紀俵學には，すでに中央では火

葬高は下火になう ており，この地方でもさらに新しい菖としての土櫃墓が．新しい村の有カ奢

たちの間に広がりつつあり たのである．宦の上燈跡の火葬墓は，このような古代の墓制の変換

粛にあって，一方のあり方を典型的に示ず貫棄な資料とﾚ,える．また．歴史的な重興性もさる

ことながら，農作業中の偶然の発見でありながら．その笹の措ｌ によって墳富の構造が記録さ

れ，さらに．龍脅翁が優美な姿のまま完ｓで検出された例としても貴貫な賢料といえるのであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

本欄奢番を執筆するにあたり，峯輝幸正氏からは灰軸陶器にりいて指導頂き．桐原 健氏，

原　胴芳氏からは．奈良一平安時代の墳墓について多くの教示を項l,た．多くの示唆を謨きな

がら考癩にいかせなかったのは筆者め力不足である．お詫びをし．記して感晰したい．本報告

が，古代墓制研究のーつの資料に加えられれば幸いである．
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士器蔵骨器による火葬墓にりいては．ここに上げたほかにいくつかの報告かある．今回は、

蔵骨 器内に焼肴が確認できたものに限ってとりあげてある．

このなかには、有機質の朧骨器が含まれる可能性 があ る．

中附僧地方では確膠できないが．８世紀前半にさかのぽる例として、崇揖りの土坑に焼骨

を置き、須息剱の杯 ．蓋を何枚 も重ね覆った例が坂城町豊饒堂遺跡群で雛膠されている．
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第２表 長野県内（中・南信地域）における奈艮・平安涛代の檎幕
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